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研究のまとめ 

１ 児童生徒一人一人の「生涯学習力」の高まりに向けて 

 「生涯学習」とは，一般には人々が生涯に行うあらゆる学習，すなわち，学校教育，家庭教育，社会

教育，文化活動，スポーツ活動，レクリエーション活動，ボランティア活動，企業内教育，趣味など

様々な場や機会において行う学習の意味で用いられている（文部科学省：2018）。生涯学習の内容や

場所，機会などは，非常に多岐にわたる。そのため，教師一人一人が生涯学習の解釈や学習のねらい

の捉えが異なると効果的な学習の積み重ねは難しいと考える。そこで，本研究では「生涯学習力」の

具体化を図り，授業づくりの共通の視点として活 

用した。教師の共通の視点として各学部で出した 

「生涯学習力」を高めるために大切にしているこ 

とは，おおむね学習指導要領で示された「学びに 

向かう力，人間性等」の涵養に関わる内容である。 

菅野（2021）は，生涯学習を支援する上で，目指 

すこととして「態度を育てる」と話した。本校で 

も同様に，この変化の激しい新しい時代であるか 

らこそ，習得した事柄を働かせていく力と言われ 

る「学びに向かう意欲や態度」を全校体制で育て 

ようとしている（図１）。 

 また，向野（2022）は，「子どもたちが学校での具体的な学びを通して「学ぶ喜び」を数多く経験させ

ることができたかによって，児童生徒がその後の生涯を通して学び続ける力の獲得につながっている」

と話しているように，今年度の実践を授業づくりの側面から見ると，「生涯学習力を高めるために大切

にしていくこと」は，教師の共通の視点であり，授業づくりのねらいに当たるものである。オリジナル

マップは，節目ごとに学習の履歴や児童生徒の思いを教師との対話を通して確認し，「なぜ，何のために

この学習をするのか」という学習への目的や動機付けになる。学習のまとめに再度用いることでも，自

分の学習の積み重ねや好きな場所や事柄が分かり，次の学びに向かう意欲へとつながる。地域の方との

関わりや生の声を聞く機会は非常に有意義なもので 

あり，学習の中では，学習の目的に合わせて，学 

習の動機付けや地域の方と学ぶ楽しさを味わうこ 

とができる。また，単元終了後の地域の方との振 

り返りなどの対話を大切にすることが重要になる 

（図２）。このように，３つのＷＧともに「学び 

の意欲や態度を育てる」ことに直結した実践とな 

っていたこと分かる。 

 

２ 成果と今後に向けて 

（１）成果 

①「生涯学習力」を高めるための授業づくりの基盤整備 

児童生徒一人一人の「生涯学習力」を高めることを目的に，「生涯学習力」を高めるための授業づくり

の基盤整備を全校体制で検討することができた。生涯学習という視点から学習の中で大切にしているこ

とを導き出し，「生涯学習力」を意識し目標を明確に設定し，児童生徒の「生涯学習力」の変容を見取る

ことができた。オリジナルマップや地域資源の活用は，どのように学ぶかという学習過程に関わるもの

である。また，学部を超えたＷＧを組織し，学部の授業づくりとの往還的な体制で研究推進を図ってき

たことで，児童生徒の将来を見通しながら「生涯学習力」を高めるための学習内容を検討することがで

きた（図３）。加えて，教師の「生涯学習力」を意識した意図的な授業づくりを行ったことで，児童生徒

図１ 各学部の「生涯学習力」を高めるため大切にすること 

図２ 授業の側面から見た各ＷＧの取組 

かん 
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の興味・関心の広がりや深まり，仲間との協働の 

中で自分の得意な作業を見付けたり，責任をもっ 

て最後まで作業をやり遂げたり，他者のアドバイ 

スを受け入れて問題を発見し，解決したりと，児 

童生徒の「生涯学習力」に結び付く変容を見取る 

ことができた。 

②ゆるやかなネットワークを構築するための対話 

学習の目的の達成に向けて，これまでは，学校 

から一方的に地域資源活用を依頼することが多か 

ったが，双方にメリットのある形を築いていくこ 

とでより持続可能な関係性が構築できる。そして， 

地域の方々が互いの活動内容を知り，地域の方同 

士が結び付くことで新たな可能性が生まれる。ま 

た，授業での関わりだけではなく，生涯学習を推 

進するという教育方針の共有や学部を超えた授業 

づくりの関わりなど，つながりを太くし，対話を 

増やすことで，ゆるやかなネットワークの構築に 

なると考える（図４）。 

（２）今後に向けて 

①「生涯学習力」を高める授業づくりを積み重ね 

今後も，引き続き単元や学年，学部において「生涯学習力」を高める授業づくりを積み重ねる。全校

体制での積み重ねを通して，今年度とは対象の学習が変わったり，学習グループの児童生徒が入れ替わ

ったりした際に，学習の中で出した「生涯学習力」を高めるために大切にすることは同一なのか，それ

とも異なってくるものなのかは検討していく余地がある。 

また，「生涯学習力」を高めるために大切にすることを意識し，年間指導計画や単元計画を作成し，指

導の形態相互の関係性も検討していく必要がある。 

堤（2019）は，子どもの学びについて，モノ・ヒト・コトとの出会いと対話を通して，主体的に自ら

の世界を拡げ深めていくことと定義することができると言っているように，単元や年間を通して，児童

生徒自身の世界の広がりや深まり，つまりは，変容の見取りを継続して行う必要がある。加えて，より

効果的な見取り方や目標と評価の整合性を高めていきたい。 

本校における「生涯学習力」を高める研究は，今年度で３年目を迎える。「生涯学習力」を高めるため

の学びを体験した卒業生の現在の様子を把握し，教育課程や授業改善に生かしていきたい。 

②地域や家庭との対話や情報発信 

地域の方の声を生かした授業づくりや，地域を舞台とした学習，学習の成果を地域で発揮する機会の

創出，そして，学習の後の振り返りなどを丁寧に行うことで，社会への発信の一つになると考える。 

物理的な距離や接触等に配慮が必要な世の中であるものの，今年度の本校の取り組みに関しては，過

年度に比べ，地域との関わりの回数の増加や内容の充実が顕著に認められる。このような状況下であっ

ても，地域との関わり方を工夫し，児童生徒の学びを止めない努力を継続して行っていく。 

最後に，生涯にわたり学び続けるためには家庭の理解や協力は大きな要素と考える。保護者の方にも

閲覧できる生涯学習の情報や，生涯学習の意義等を伝えたり，共有したりする機会も創出していきたい

と考える。 

このような実践を全校体制で継続的に行っていくことで，生涯にわたり学び続けるための要素に結び

付き，引いては児童生徒一人一人の「生涯学習力」の高まりに結び付くものだと考える。 

 

 

図３ 授業づくりの基盤 

図４ ゆるやかなネットワークの構築に向けて 
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３ 夏のセミナー・公開研究協議会の記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏のセミナー (R3.8.18) の記録 

 講演講師 東京学芸大学 名誉教授 菅野 敦 様 

 演題 「生涯学習力」を高めるために学校で積み重ねる学びについて 
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公開研究協議会 (R4.1.29)の記録 

 講演講師 都留文科大学 准教授 堤 英俊 様 

 演題 生涯にわたって学び続ける子どもを育てる授業づくり 
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学びは続くよ  

どこまでも… 
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